新詩社の九州旅行と吉井勇 by 赤羽, 学
吉井勇の九州旅行中の作品としては、『東京二六新聞」明治四
十年九月九日「五足の靴（二十七）京の朝」に戟った一篇がある。これは、「明星」明治四十年九月に「淵き日」と題されて掲栽された。両者の間には若干の相違がある
ので、「明星」の方を校異
に示して次に掲げる。
［生は此朝の心地よさに、作りさした手帳の詩を仕上げる。詩は長綺の遊廓稲佐の街を白昼に通過 時の写実だ。此紀
くF．
・
・
行には「 崎
j
の条を柑くぺきK生が悧けた為に今まで街
い“`
かずに固いたが、稲佐は長崎港の対岸にある街で、久しい問
とくい
露国の水兵を専ら華客とする遊廓であった。某国の参謀本部は少なから 之 由つて敵国の軍事機密を知り得たと云ふ事だ。其れが日霧戦争以来露国の軍 一艘も来なく成
ったの
で甚しく寂襄を極めて居る。今は日本人のみを客にして居る
新詩社の九州旅行と吉井勇
が、長崎の方に円山の遊廓があるから此処まで足を運ぶ物好きは少ない。稲佐は益々さぴれて行く。遊女屋が氷店に転業するものも
あり、廃業するものもある。唯だ遊女屋は勿論、
みしあ
銘酒屋も、煙卒屋も、洗湛屋も、郵便局もすべて露西亜文字で書いた呑板の残って居るのが戦争前の賑はひを想像せしめるに過ぎない。江戸 仇を長崎で討つのでなくて、1生の此詩は長崎の火を京で吹くものだ。
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あムら
いづ・一
脂のにほひ何処より〔いづこ〕洩るるか、分かず、黒髪の〔ゎ〕香にまじはりて漂ひぬ。
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浮ぶと見つれ。やがて疾＜二ばし
す
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ば
し
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と
邸げた
る
紺批如砂野酉累平。
この詩の前文も恐らく勇であろう。それらは偶目した光景の写
実
で
あり、殊更に夢を追う傾向は見られない。ただ遊廓を取り上
げたのはいかにも勇らしい。しかもそれが、時流に抗し
かねて、
寂莫を極める遊廓であるところに、いっ うの勇好みが現れている。彼には、上昇期にある他康美よりも、爛熟期を過ぎた類廃美が好まれた。彼は後年この当時を追懐して、
「歌榜心境
」
（昭和十
八年一月刊）の「長崎の雨」 おいて、
●g
がみ
gh
ましろき衣も、
ぬれ要も、〔滞〕
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に は 、 白 秋 ら し い 人 物 が 偲 ば れ 、 ま た と 述 べ て い る 。
は じ め て 長 隙 に 往 っ た 時 に 、 渡 し 船 に 乗 っ て 見 物 に 往 っ た 稲佐 の 廓 が 今 ど う な っ て ゐ る だ ら う と 思 っ て 、 或 る 夜 人 知 れ ず往 つ て 見 た と こ ろ 、 こ こ だ け は も う そ の 頃 の 而 影 は す つ か り失 は れ て 、 も と よ り そ の 時 分 あ っ た 露 西 亜 文 字 の 府 板 な ど が 、今 頃 あ ら う 筈 が な く 、 ど こ に も 椎 移 の 跡 が 若 し か っ た 。
旅 行 後 勇 は 、 「 明 星 」 の 十 月 号 に 、
「幸ある夜」「海の客」
「悲 し
さ か み け
き海」の三篇の詩を発表した。
「幸ある夜」は、銀座の酒却箱館
屋 で ア プ サ ン ト を 汲 む 若 人 の 行 状 を 写 し た も の で 、
とる
・一ばう
を り し も 赤 き 土 耳 古 帽
かよ
斜 め に 被 り 、 た ぶ た ぶ の配
も
地 に 引
く
元 叫 ‘
まぽろしのごとわれは間く、
み 人 ● み
は る か に 遠 き 南 の
し ＂
海 を 流 る る 潮 の 音 。
に は 、 過 去 一 か 月 間 の 九 州 旅 行 の 南 の 海 が 想 起 さ れ て い よ う 。 とも か く こ
の 詩 に は 、 当 時 の 新 詩 社 の 若 手 同 人 の 行 動 が 写 さ れ て い
て 面 白 い 、 そ れ は や が て バ ン の 会 の 党 宴 に 繋 が る 。
箱 館 屋 は 蛮 な ど を 佑 く エ キ ゾ チ ッ ク な 店 で あ っ た ら し く 、 寛 も「 明 星 」 ＋ 一 月 号 に 、 「 箱 舘 屋 」 の 一 庶 を も の し て い る 。 尚 、 「 梱
之 紫 」 と の 校 異 を 下 に 記 す 。
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う つ ら ｀ う つ ら と 細 工 蜂 、 〔 ひ や ろ 、 ひ や ろ 、 と 歌 の 蜂 〕
はちら
によ
わ か き 蜂 等 は 呻 ぴ つ つ
Tうなり〕
蜂 の 巣 に こ そ 帰 り く れ 。
は・
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銀 座 ど ほ り の 蜂 の 箱 、柳 の 蔭 の ぎ や ま ん の 〔 蔭 の 、 〕五 色 の 扉 つ と 入 れ ば 、右 も 左 も 蜜 の 蔵 。 〔 ひ だ り 〕 〔 倉 〕蔵にかをれるうまし蜜、〔倉〕
ょは
わしろ
い づ れ か 可 き と 、 翅 白 き 〔 よ き 〕 〔 し ろ き 〕“, 蜂 の し も べ は 手 を の ぺ て
っ w
たと
蝋 の 火 か ざ す 、 壺 の 棚 。 〔 か ざ す 。 〕
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一人の蜂は早歌ふ。〔蛉 一っは〕
この詩に登場する「蜂」は蜜を求めて箱舘屋に集う新詩社の若手詩人述に外ならなかった。
「海の客」
は、暴風の恐れのある海に船出をしようとする船客の
恐怖を詠じたもので、やはり九州旅行の経験に基
づ
くものらしい。
あ
か
た＊
「ああ赤き赤き球見ゆ。」
ぃ4"
ふるへたる恐怖の声に、
しらぐ
hつし
・
かたと
七月の獅子に象るレオさして船出のゆふべ、ぶんとめ桟留の香にぞにほへる衣かづき束より来しうみ
か(
海の客まなこ見張 ぬ。
た●
「ああ赤き
、赤き球見ゆ。』
9( 
くりかへし、また海の客、か↓はん甲板のかなたに白きらし人ば人羅針盤にぶき色にぞ愛人の身をかおもへる。このゆふべ危しといふ
あらし
港には暴風のしる 。
この詩には、部分的ながら「海湘音
j
の強い影饗がみられる。
例えば「レオさし
て
船出のゆふべ」は、「出征」の「モゲルがた、
バロス
の
耐‘翫距
し
て」に、「
叱即
」は、「
5翠就」
の
「
た
だg
9ん
す
せうし
●けみ
あらし
板に据ゑぬれば、げにや笑止の極なる」に、「
暴凪の るし」は、
「紺う
た」の「出ならずして
、如
も
祖匹
づく
知脚
の
姐鄭
と
」
に
、
それぞれ典拠が求められる。
「レオ」は獅子座のラテン名である。それは黄道帯（天の赤道
を中心とした南北十八度の帯。そこ
を太陽月を始めとするあらゆ
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る惑星が通過する。獣帯ともいう。）＋二宮を形成する星座の一つで、
七
月
二十一日頃太陽がそこに入るので、
七月の異名とされ
かたど
る。「七月の獅子に象る」と表現され
るのはその故である
。「十
二宮」は、
寃の「彗星」（明星明治四十年十
月
）に、「日
月
輪も
・人ヽう
だいいう＂ぃ
金牛も／大熊星も見かへらず」とその―つの「金牛宮」がうたわ
，
れ、
ま
た簿田泣部の詩集「白羊宮」もそれに因んだ名前である。
いま
、
その漢名と、
ラテン名と月を示すと次の如くである。
，白
羊宮(Aries)
、三
月
金牛宮(Taurus)
四月
雙女宮(Gemini)
五月
巨蟹宮(Cancer)
六月
獅子宮(L8)
七
月
室女宮(Virgo)
八月
天秤宮(Libra)
九月
・天
蝠宮
(Scorpio)
十月
人馬宮(Sagittarius 十一月摩翔宮(
Cap
ric
orn
u
s)十二
月
．宝
瓶宮(Aquarius)
一月
塑魚宮(Pisces)
二月
これらは、
当時の観念象徴的な詩風に利用されることが多かった。
・
「海潮音
j
の「大饒餓」に
＇「天錫宮」も用いられている。勇は
、
そのレォを地上の地名の如く用いたのである。
冒
頭
の
「
赤
き
球
」
は
、
暴風雨野報の赤い印と思われるが、
これ
が詩全体を覆う恐怖の観念のシンポルとなる。色彩感抱に訴えて、―つの気分を暗示する方法は、
白秋にも通ずる新しい詠風であっ
た。海洋を姐材とする詩歌の多いのは、
勇の特徴である。
「悲しき海」も九州旅行の経験によるもので
、平
戸辺の海をう
たう、
五七詞の詩である。
かみ髪の香は海のにほひに交りゆき梢えも去 ぬる。ただひとり、
ああただひとり、
しわが骸吸れし声もたゆげに今日もまたわれは慕ふとかな
しきよ、
羽指の歌は
盲ひたる鷲はえ飛ばで殻の上に巣咋ひてありき。船は過ぐそのかたはらを。
ほげた
風に
こそ帆桁はひぴけ、
かこら
いぎたなく水夫等は朕ねて烏のみぞ覚めしかがなき。
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かかる身にすぺて空しと。
ひらと
酒かをる平戸の街も、めaうあ
んとん―-<
堀瑞よる安南国も、 硲ふ．とて低くうたへる、
そけい
その人は索馨の花を見るがごと眼うるませ、あたたかき涙ながしぬ。
か9
うらぶれて牡蠣を纏へるはひいろ灰色のやれ燈台を前にして船はたゆ ふ。
さりこう
ああ羽指、
船口ちかく
件みてつぶやく、
あはれ、
いさと勇魚ゆく五島の海もただひとり、
ああただひとり、
ただひとり、
ああただひとり
、
はて
空 果
海のあなたを
これらの連は
、その一っ―つが船に乗った一人の男の孤独惑を
詠じたもので、
短歌的な独立を保つ。
たとえば、
第一述•第五
述•第六連の三行目の上五文字を省くと、
髪の香は海のにほひに交りゆき消えも去にぬるああただひとただひとりああただひとり空の果海のあなたを低くうたへる
そけい
その人は素馨の花を見るがごと眼うるませ涙 が
しぬ
のような立派な短歌になる。
この詩は鯨を突く「羽指の歌」、
巌
に巣くって飛ばぬ「盲ひたる鷲」、「索馨の花」、「牡蠣を聰へる灰色のやれ燈台J‘「幾瑞よる安南国
」、
束南からふく「巽風」等海
洋の風物が多く詠まれ
、しかも情緒的な勇の特色がよく現れてい
る。
このうち「典風」は、
本来アフリカ北部から南イタリヤ、
シチリヤに吹く熱風で、
森囮外の「即興詩人
j
に、「巽風吹く頃
の夕立をも、
雪ふぶきをも凌ぎし袋ぞとて」と見えるので、
勇は
それから取り入れたのであろう。
勇の短歌で九州旅行に関係するのは、
E明星」十月号の一二十七
首と＋
i
月号の二十首である。
これらの多くは、
歌集「酒ほが
り Loろつ•―
のなかに立つ子に
巽風
、しn'
海の森たそがれそめぬ。
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( 40 . 4 ) （ 酒 ほ が ひ ） 大 海
に ひ と り 沈 む
や わ
れ 答 ふ
あら
ず 都
の少女と
とも
に
ひ
j
の「屈旅雑詠」「其二
海 の 悲
み」に一括された
。そ
こ に は 、
. 「 明 昆 』 に 発 表 さ れ た 以 外 の も の も 含 み 、
多 少 の 改 作 も 見 え る 。
勇 は 、
前 掲 の 「 悲 し き 海 」
や こ の 「 海 の 悲 み 」 が
示す
よ う に 、
海
に 対 し て 、
無限の悲哀や恐怖を感じていた。
ijj荒く海
は き ほ へ ど 少 女 子 を う つ
くし
と い ふ 筑 紫
よく見む
( 40 . 10 ) （ 酒 ほ が ひ ）
した
sんばし
いた
桟 橋 の 板 寸 ば か り 裂 け に た る 下 を う か が ひ 海 を 怖 る る ( 40
.
10 ) （ 酒 ほ が ひ ）わが心筑紫の国をさまよひぬ君が
こ こ ろ
に み ち ぴ か れ つ つ
( 40 . 10 )
 
〔象のみ 筑 紫 の 国 を さ ま よ ひ ぬ 心 は 君 に 置 き て 来 ぬ れ ば 〕 （ 酒ほ が ひ ）
こ の 第 三 の 歌 は 、
都 に 残 し た 女
を思う
歌 に 改 作 さ れ た
。こ
れは前
年 の 伊 勢 紀 伊 旅 行 に も 、の 如 く に 見 ら れ た 趣 向 で あ
る。
君 と い ふ つ
れな
し 人 は こ と
さらに酸き果実をわ
れに与ふる
( 40 . 10 )
 
〔 つ れ な く
も 稲 佐 少 女 は （ 下 略 ） 〕 （ 酒 ほ が ひ ）
海の
か ぜ 補 萄 の に ほ
ひ唇のお
と を 思 へ ぱ こ こ
ろ 騒 ぎ ぬ
( 40 . 10 ) （ 酒 ほ が ひ ）
「君といふつれなし人は」を『酒ほがひ
j
で、「つれなくも稲
佐少女は」に匝したが、
そ の 「 稲 佐 」 は 、
既に見たように、
長 崎
す 0
. x の み
の さ ぴ れ た 遊 廓 で あ っ た 。
そ こ の 少 女 が 何 や ら 「 酸 き 呆 実 」 を 彼
に与えた。
ま た 海 の 風 に 匂 い く る 補 萄 に 「 唇 の お と 」 を 連 想 す る 。
こう
した官能的な表現は、
確かに
九 州 旅 行 の 成 果 で あ ろ う 。
かU
たんより
どてら
じう
い さ
なとり甲比丹織の温抱きてあちらむきし
が い ま 銃 を 執 る
( 40 . 10 )
 
〔（上 略 ） 温 抱 に 涙 な が し て
むか
しをかたる〕（酒ほがひ）
＊はうみ
し＂
大 海
に鈷とる子らが鯨追ふ
を た
け ぴ き き て
君をお
もひ
ぬ
( 40 . 11 ) （ 酒 ほ が ひ ）
あ會7ヽ●じ裏
あげス・
君 に 似 し 天 草 島 の た を や め が 装 お
もしろし絡角にして
がひ）
こ の 三 首 も 九 州 旅 行 の 経 験 に よ っ た と 思 わ れ る が 、
こ う い う 歌
を 詠 む ヒ ン ト は 、
既 に 上 田 敏 の 「 踏 絵 」 に あ っ
た。
こ れ は 『 牧 羊
神
j
所 収 、
敏 の 創 作 詩 で 、
初 出 は あ や め 会 詩 集 第 二 「 幾 旗 雲 」
（酒ほ
-32-
じ●人けう
し
見よ、かかる殉教の士を。あ皇（包
のうにん
天草は農人、五島には鯨とる子も
かい
ガレリヤ海の距釈
耐
0と
かa
しみ廿つ
2
も
悲節を守りつぐ。
勇のこの詩から得たものは、切支舟の殉教の精神とかいった宗教的なものではな
く、天草・五島という九州の海に関する言菜であった
ろう。勇は「甲比丹織」などと、多少南蛮趣味的な言菜も使うが、それが支配的ではなく、漁夫達の荒々しい生活や、人を恋う悲哀感をうたう。彼の場合、
l
つの珍奇な言薬や素材は、自己の経験に照
して、その時の気持を抒情化するために用いられる。白秋や正雄のように
、幻想力を拗かして、特異な情景を作り上げるということを
しない。その点で勇は、比較的レアルな詩
人であったが、そうかと
いっ
て、純梓に客観的な態度で対象に向うのではなく、主観的な感
情の流れに従っていく。かれの特色は、耽美的という点にあり、就
u 
中、女性
愛情
に耽る気持を詠んだ歌が圧倒的に多い。
あな
にや
し島
の少女をよ
しと見ば白根も
てこ
南蛮の船
(40.11)（酒ほがひ）
（明治三十九年十二月）で、題名は「踏絵」であった。
「あなにやし」は、「古賽記」の伊邪那岐命と伊邪那美命が互いに呼ぴかわす言葉であり、それを用いて、島の少女を可愛いと歌い、それとの愛 耽るのに
、白椀の香をもて来、南蛮の船と呼ぴ
かける。恐らくその香を焼いて愛
の悦楽
に耽
ろう
というのだろう。
南国の閻浮檀金の空の
いろ
か
かるゆふべに君をいだかむ
(40.11)（酒ほがひ）
「閥浮棺金」は、天竺に産する黄金のこと、ここでは夕焼の色を指す。この言葉の典拠は、「海湖音」 法の夕」の最終連 火こそみえけれ、其枠の閻浮棟金ぞ厖れ
たる
」に求められる。そこに
は、
多分に宗教的な雰囲気が感じられるが、勇はそれを全く感覚的なもの転化し
てい
る。南国の夕古なれの輝く光殿を、「閻浮根金」と
いう漢語で簡潔に言い切った は
、極め
て効呆的であった。下句
の「君をいだかむ」という女性へ 思慕は、「閥浮棺金」の視党性に強烈に照応し、熱狂的なまでに高められる。その情熱は、直接目前の女性 向けられたのではなく、旅の空から遠く都の女性を思うという
で、いっそう南国の空の即かしさが生きて
くる。
にわず
旅ゆけば唐棟の衣も
おもしろ
とある夜かづきて君がり通ふ
(40.10)（酒ほがひ）
•9.
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ct
"nT
「府様」は「”菜梨jに「以まけて間たる波禰受久力のlH.？ち
啜らば移ろひなむか」
c＾
伴・承持ち肝様化の歌
�i"
、な
八．
i
四
"“
ず
八むとあって、
庭梅のことといわれるが、
また「肝仕化色の赤
裟のすがた」（咎十一・ニ七八ふハ）「店棟化色の移ろひ易さ」名をt]-:i10七四）ともあって、
赤味を幣ぴに衣咋なの色の
Eぶにも使
われる
e”
は「ガ菜集
i
に従ったとはいうも
のの、
肛桜の先例は、
"＂
f.
“
いか"'‘
祠捌＂」の「賦」の店仕色よきli立も」であろう。先の「あなにやし」は、
伊邪那岐．fJt邪那必二神の几いに呼び交
す[H梨であったが、
次のように「凪土記」から引いたものもある。
共のなか測沌としてひ
とむれ
の神ぞ国引くも
そろもそろに
（洒ほがひ）
これは、
I明凩」に発表されなかっ
たが、
やはり、
九州旅行中の、
小ぢを眺めての実感であったろう。「出丞国風土記」の、「三抜の糾
か
ししつづら
かU
ぶa
・打ち掛
け
て
r
紺川秘欣
る
や紐
る
ゃに、
河船のもそろもそ
ろに、
（にこ（に・》
た
( 9
ヽた人
SE
（に
国米国来と引き来経へる国は、
多久の打絶よりして、
狭田の国な
り。」が匝接の典拠であった。
勇は、
同じ国引きを組材にした歌
を、
前年の伊勢紀伊旅行において、
くにこ
かみ
書み・一
ああ我は国来と喚ぴし神のごと君来とよぴてかへりみするよ
この歌は、『五足の靴」(+-）「蛇と慕」（八月十日頃、
八月二
十日の『二六新間」掲載）に、
五尺餘の大かがち、
紅き地に燻き斑を物凄く染め出した縞蛇
”會＾
が犬の頭程 慕を呑みかけてゐる。岸を打つ波の音は白い、山を吹く風は粁い、
その間を紐ふ径の中央で蛇が袋を呑む。
三生(1生H生B生）暫くは呆れて眼を見張つて突立った。いにしへ
の人のごとくに瓶槌石杞もち蛇とたたかふ(40
11) 
と見える。「もそろもそろに」を使った
のは、
白秋の「炎上」（明
治匹十年十月『明凩
j)
の方が早いが、「凪土記
j
に箔目したのは、
iJJの方が平い。
いずれ
にせよ彼らは、
お互いに影袢し合っ
て、
古
姐血の開発につとめたのである。
（洒ほがひ）
0.
-91ue 
洒の国わかうどならばやと線り米貨人ならばもそろと練り来
とよんでいる。
iJJにはもう一首「もそろ」を使ったのは
G伯•4)面洒ほがひ）
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人ありと知るや知らずや、蛇は長き体をうね／＼とうねらせて卒の中へ引きずり込まうとする、蛙は弱いが狙い、前足の
lつを
啜ませて固く執つて動かぬ、或は既に死んだのか矧れ
ん。．強者弱者を食ふ比ぶるものなき残忍なる行為だ、自然の一部には眺をさいて呪ふべ ものがある。やはか許すべきと路傍の大石を空窃く振り腎した
る1生は近いた、やつと
云ふ 蛇は砕けた、と思ひの外どうも無い、打たれて祈かつたか暫くは動かぬ、今度は赤い舌 ぺろぺろ叶いた、吐いた舌を従順なる秘の背へ向け食ひつ た、くわっと怒っ 1生
し(")
は此時他の石を拾った、今度はと
思ったが失策った、中った
が死なぬ、するすると仲ぴて叢へ逃げこんだ、そら来つて1生 悔の方へ逃げ出し B生もあわてて逃げ出した、H生は後の始末を見届けて、何れも波打際に転がつ
て居る石
を渡つて行く事にした。
とある事件によったものである。天草島を陸路窟隅から大江村へ行く側の出来事である。部者は、勇・白秋·万里の三人の中の一人で
ある
が、
右
の歌からし
て、勇の可能性が弛い。仰山な
砿珈戒祀いもち」は、神武紀所戦の、泉車が一時に別を殺した時の歌「頸柏•石槌もち、炊ちてし止まむ」からきている。勇は、古代歌謡の外に、当時一般的風潮であった「松の薬」の
彩砕も受けている。
遠くとほくも往の往のとは思へどもわれ生きがたし君をはのう
がひ）あたらしき船歌かなし松の菜の琉球紐の歌のごとくに（酒ほ
この歌は、「明凩」には発表されなかったけれども、「酒ほがひ」には九州旅行中の作に含まれる。「
琉球組の歌」とは、「松の業」
の本手の第一の「比沢速理よの、天に照る月は、いつも盛りよの。」の類である。
当時の勇と「松の業」とのかかわりを知るた
めに、
=n
日卒
j
（昭和十七年六月二十一日から九月二十七日まで
の随組） 七月四日 条の「松の業」を引く。
汲初私に「松の菓」の唄の芸術的にすぐれてゐるといふことを教へてくれたのは、たしか亡くなった上田敏先生であって、先生自身その影弊を受けてゐるといふことは、「海潮音」などに収められてある詩 見てもわかる。私もま その彩抑を多分に受けて、その頃つくった歌を見 、
月の出か空はほのかに明るみぬ待つにござれややるせなやなれてしら王の君はわれゆ
ゑ身が細るわれは君ゆゑいのちが細る
といふのがあるが、この中の「待つにござれ
」 「
も往の往の
J
-35-
が、『明星
j
明治四十年九月号で、
面を殺すか、餌となるか、
様に逢はりよか逢はれぬか。」
OTSe
よ
り
Ap m
年が
りくる
叫船ヽ応
が
知
くれ
ば虻
の
距
と
なる、さ
と直され、これが『松の葉
j
第
1
巻葉手「長鮪」の、
「よき運ひらくか、ひらかぬか、待人きたるか、きたらぬか。」 「身がほそ
る
」などといふ文句は明らかに「松の莱」の中に
あるものを借り来ったものであった。
しかし
こんな歌を何か
に発表して間もなく、北原白秋君に会っ
たところ
が、「松の
菜
J
を取
り
入れるのは、詩にはいいが歌にはいけないといふ
意見だったので、私も成程と思ひかへして、十首ほどさういふ歌を作っただけ 止めてしまった。
勇と白秋が「松の菜
j
に取材することについて語ったのはいつ
のことか判然としないが、九州旅行後ほど返くない時期であったろう。それは、寛の詩「しまばら
」
（「五足の靴
j
十四）の
によると思われること
から想像される。というのは、このマ長
鮒」の文句は、白秋が「邪宗門」の口絵の裏にそっくり引用しているので、寛も、『松の菜」
を珍瓜する新詩社内の風潮に影響さ
れて、旅中に章した詩の辻占の文句を取り替えた
ものであろう。
同じ歌は勇も、とうたっている。ところで、 が自作に「松の葉」の言葉を取り入れたという三首の出所が不明である。少くとも「酒ほがひ
j
に
見えない。しかし、使った『松の菜」の言葉は、第一首目は、菜手一「まつにござれ」のであり、第二甘と第三首は、裏組五「八幡」の
んたまりや。
たた
恋がたき蝶に食はれて死ねと云ふあらくれ人をよしと限へむ
（酒ほがひ）
し
．．
み・
9●
0待つにござりた．
いとしの君やのう、今夜ござらざ熊れ死の
う
。
0月は八幡のまだ空に、
も往
のいのとは思へども、後に心が
とどまりて、
後髭が引かる、、なんぽ恋には身
が
細ろ、ニ
-36-
であることは疑いない。今後勇の和歌と「松の莱』との関係を知るためには、
右三首の出所の探索が必須である。
へ“
びみ
へ
皿の帝が三誼まはる。
（本学教授）
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